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平成28年第３回 定定 例例 会会９月８日～16日

定例会の様子

○
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
７
億
６
，
９
６
５
万
２

千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
82
億
９
，
４
０
２
万
８
千
円

と
す
る
も
の
。

補
正
予
算
の
概
要

　
　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
平
成

27
年
度
決
算
で
生
じ
た
剰
余
金

を
後
年
度
の
財
政
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
減
債
基
金
へ
積

み
立
て
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
財
政
健
全
化
の
推
進
を
目
的

に
、
公
債
費
に
お
い
て
地
方
債

の
繰
上
償
還
を
実
施
す
る
た
め

所
要
の
経
費
を
追
加
す
る
も
の
。

　
　
目
的
別
で
は
、
民
生
費
に
お

い
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付

事
業
等
に
お
い
て
、
前
年
度
の

事
業
費
確
定
に
伴
う
補
助
金
の

返
還
金
を
追
加
す
る
ほ
か
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
事

業
に
お
い
て
、
医
療
給
付
等
の

デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
を
新
た

に
導
入
す
る
た
め
、
所
要
の
経

費
を
追
加
す
る
も
の
。

　
　

衛
生
費
で
は
、
町
民
セ
ン

タ
ー
ア
ス
テ
ラ
ス
の
外
壁
欠
損

部
の
補
修
等
に
要
す
る
経
費
の

◎
予
算
関
係

ほ
か
、
予
防
接
種
事
業
に
お
い

て
、
10
月
か
ら
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
化
に
伴
い
、

管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
修
経
費
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要
す
る
経
費

を
追
加
す
る
も
の
。

　
　
農
林
水
産
業
費
で
は
、
国
の

定
め
る
環
境
保
全
型
農
業
施
策

に
基
づ
き
、
新
た
に
取
り
組
む

農
業
者
団
体
に
対
す
る
活
動
支

援
に
要
す
る
経
費
を
追
加
す
る

も
の
。

　
　
土
木
費
で
は
、
継
続
的
な
除

雪
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
除

雪
機
械
の
冬
期
間
の
リ
ー
ス
料

を
追
加
す
る
ほ
か
、
県
道
向
瀬

杉
野
屋
線
・
主
要
地
方
道
押
水

福
岡
線
な
ど
、
県
営
事
業
に
対

す
る
負
担
金
を
追
加
す
る
も
の
。

　
　
消
防
費
で
は
、
消
火
栓
の
漏

水
修
繕
に
伴
う
工
事
負
担
金
を

追
加
す
る
ほ
か
、
夜
間
停
電
時

の
町
指
定
避
難
場
所
等
へ
の
幹

線
道
路
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

確
保
す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電

設
備
や
蓄
電
池
を
併
設
し
た
Ｌ

Ｅ
Ｄ
避
難
誘
導
灯
の
新
設
に
要

す
る
経
費
を
追
加
す
る
も
の
。

　
　
教
育
費
で
は
、
志
雄
運
動
公

園
野
球
場
外
野
フ
ェ
ン
ス
の
経

年
劣
化
に
伴
う
改
修
経
費
の
ほ
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か
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の

施
設
用
途
変
更
に
お
け
る
県
条

例
の
適
合
に
要
す
る
施
設
改
修

経
費
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
。

主
な
歳
入

・
分
担
金
及
び
負
担
金

　
　
31
万
５
千
円

　
（
町
単
土
地
改
良
事
業
費
分
担

金
）

・
国
庫
支
出
金

　
　
25
万
７
千
円

　
（
障
害
者
医
療
費
負
担
金
〔
過

年
度
分
〕
）

・
県
支
出
金

　
　
７
，
２
３
１
万
８
千
円

　
（
民
生
児
童
委
員
活
動
費
負
担

金
４
万
４
千
円
、
環
境
保
全

型
農
業
支
援
対
策
費
補
助
金

27
万
４
千
円
、
石
川
県
公
共

施
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
導
入
事
業
費
補
助
金
７
，

２
０
０
万
円
）

・
繰
入
金

　
　
４
億
７
，
４
４
３
万
５
千
円

　
（
減
債
基
金
繰
入
金
４
億
７
，

０
５
１
万
１
千
円
、
国
民
健

康
保
険
直
営
診
療
所
特
別
会

計
繰
入
金
３
９
２
万
４
千

円
）

・
繰
越
金

　
　
２
億
７
，
２
１
８
万
９
千
円

　
（
前
年
度
繰
越
金
）

・
町
債

　
　
△
４
，
９
８
６
万
２
千
円

　
（
臨
時
財
政
対
策
債
）

主
な
歳
出

・
総
務
費

　
　
１
億
９
，
０
１
８
万
８
千
円

　
（
一
般
管
理
事
務
費
18
万
８
千

円
、
基
金
積
立
金
１
億
９
，

０
０
０
万
円
）

・
民
生
費

　
　
４
２
１
万
３
千
円

　
（
民
生
児
童
委
員
活
動
費
４
万

５
千
円
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
給
付
事
業
費
１
７
２

万
８
千
円
、
臨
時
福
祉
給
付

金
給
付
事
業
費
42
万
５
千
円
、

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

費
１
９
１
万
５
千
円
、
職
員

人
件
費
10
万
円
）

・
衛
生
費

　
　
２
１
５
万
６
千
円

　
（
町
民
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

７
９
万
４
千
円
、
予
防
接
種

事
業
費
１
２
９
万
８
千
円
、

後
期
高
齢
者
医
療
費
６
万
４

千
円
）

・
農
林
水
産
業
費

　
　
99
万
８
千
円

　
（
環
境
保
全
型
農
業
直
接
払
等

推
進
交
付
金
事
業
費
36
万
６

千
円
、
町
単
土
地
改
良
事
業

費
63
万
２
千
円
）

・
商
工
費

　
　
29
万
９
千
円

　
（
観
光
事
務
費
15
万
３
千
円
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
費

４
万
２
千
円
）

・
土
木
費

　
　
７
１
１
万
円

　
（
道
路
維
持
管
理
事
業
費
15
万

円
、
除
雪
対
策
事
業
費
３
２

４
万
円
、
県
営
事
業
負
担
金

３
７
２
万
円
）

・
消
防
費

　
　
７
，
３
０
３
万
円

　
（
消
防
施
設
整
備
事
業
費
42
万

１
千
円
、
消
防
施
設
維
持
管

理
事
業
費
17
万
３
千
円
、
災

害
対
策
事
務
費
７
，
２
４
３

万
６
千
円
）

・
教
育
費

　
　
２
，
１
１
４
万
７
千
円

　
（
職
員
人
件
費
18
万
円
、
文
化

財
保
護
管
理
事
業
費
20
万
８

千
円
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
事
業
費
６
５

０
万
３
千
円
、
体
育
施
設
管

理
運
営
費
１
，
４
２
５
万
６

千
円
）

・
公
債
費

　
　
４
億
７
，
０
５
１
万
１
千
円

　
（
償
還
元
金
）

〔
賛
成
９
人
、
反
対
１
人
〕

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
２
６
９
万
４
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
19
億
２
，
５
１

６
万
円
と
す
る
も
の
。

補
正
予
算
の
概
要

　
　
国
民
健
康
保
険
の
運
営
主
体

が
平
成
30
年
度
に
市
町
村
か
ら

都
道
府
県
に
移
管
さ
れ
る
に
あ

た
り
、
県
へ
の
関
連
デ
ー
タ
の

提
供
に
必
要
な
連
携
シ
ス
テ
ム

の
改
修
経
費
を
追
加
す
る
ほ
か
、

人
間
ド
ッ
ク
助
成
金
の
申
請
件

数
が
当
初
を
大
き
く
上
回
る
見

込
み
と
な
っ
た
た
め
、
所
要
の

経
費
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

前
年
度
の
事
業
実
績
に
伴
い
療

養
給
付
費
交
付
金
の
返
納
金
を

追
加
す
る
も
の
。

主
な
歳
入

・
国
庫
支
出
金

　
　
１
６
２
万
円

　
（
国
民
健
康
保
険
制
度
関
係
業

務
準
備
事
業
費
補
助
金
）

・
繰
越
金

　
　
１
０
７
万
４
千
円

　
（
前
年
度
繰
越
金
）

主
な
歳
出

・
総
務
費

　
　
１
６
２
万
円

　
（
一
般
事
務
費
）

・
保
健
事
業
費

　
　
37
万
５
千
円

　
（
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
費
）

・
諸
支
出
金

　
　
69
万
９
千
円

　

（
療
養
給
付
費
交
付
金
返
納

金
）

〔
全
員
賛
成
〕

○
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
，
９
４
８
万
１
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
17
億
９
，

９
３
３
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

埋蔵文化財センターとして改修される旧押水図書館
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補
正
予
算
の
概
要

　
　

前
年
度
事
業
確
定
に
伴
う

国
・
県
支
出
金
等
の
返
還
金
を

追
加
す
る
も
の
。

主
な
歳
入

・
支
払
基
金
交
付
金

　
　
24
万
１
千
円

　

（
過
年
度
分
支
払
基
金
交
付

金
）

・
繰
入
金

　
　
１
，
９
０
４
万
６
千
円

　
（
介
護
給
付
費
準
備
基
金
繰
入

金
）

・
繰
越
金

　
　
19
万
４
千
円

　
（
前
年
度
繰
越
金
）

主
な
歳
出

・
諸
支
出
金

　
　
１
，
９
４
８
万
１
千
円

　
（
国
庫
支
出
金
等
過
年
度
分
返

還
金
１
，
６
３
０
万
９
千
円
、

県
支
出
金
等
過
年
度
分
返
還

金
３
０
６
万
５
千
円
、
支
払

基
金
過
年
度
分
返
還
金
10
万

７
千
円
）

〔
全
員
賛
成
〕

○
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
３
９
２
万
４
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
４
，
７
５
３
万
８

千
円
と
す
る
も
の
。

補
正
予
算
の
概
要

　
　
平
成
27
年
度
決
算
で
生
じ
た

剰
余
金
に
つ
い
て
、
一
般
会
計

へ
の
繰
出
金
と
し
て
所
要
額
を

追
加
す
る
も
の
。

主
な
歳
入

・
繰
越
金

　
　
３
９
２
万
４
千
円

　
（
前
年
度
繰
越
金
）

主
な
歳
出

・
施
設
費

　
　
３
９
２
万
４
千
円

　
（
一
般
会
計
繰
出
金
）

〔
全
員
賛
成
〕

○
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

・
収
益
的
収
入
に
２
６
７
万
５
千

円
を
追
加
す
る
も
の
。

　
（
消
火
栓
改
修
工
事
に
伴
う
営

業
収
益
や
国
債
の
売
却
運
用

益
発
生
に
よ
る
営
業
外
収

益
）

・
収
益
的
支
出
に
１
６
１
万
８
千

円
を
追
加
す
る
も
の
。

　
（
志
雄
浄
水
場
第
一
水
源
井
戸

掘
削
調
査
及
び
志
雄
浄
水
場

門
扉
修
繕
に
係
る
営
業
費

用
）

・
資
本
的
収
入
に
１
億
１
７
０
万

７
千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

　
（
消
火
栓
の
改
修
工
事
に
伴
う

一
般
会
計
負
担
金
や
国
債
の

売
却
に
よ
る
有
価
証
券
売
却

収
入
）

・
資
本
的
支
出
に
４
４
５
万
３
千

円
を
追
加
す
る
も
の
。

　
（
消
火
栓
の
改
修
工
事
費
、
志

雄
浄
水
場
第
一
水
源
井
戸
掘

削
の
設
計
及
び
車
両
購
入
に

係
る
建
設
改
良
費
）

〔
全
員
賛
成
〕

◎
条
例
関
係

○
宝
達
志
水
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
給
付
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
の
概
要

　
　
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

�

〔
全
員
賛
成
〕

◎
報
告
関
係

○
平
成
27
年
度
宝
達
志
水
町
国
民

健
康
保
険
志
雄
病
院
事
業
会
計

継
続
費
精
算
報
告
書
の
報
告

報
告
の
概
要

　
　
志
雄
病
院
新
病
院
建
設
事
業

に
お
け
る
実
施
設
計
費
の
継
続

費
精
算
報
告
書
の
報
告
を
す
る

も
の
。

○
平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
等

報
告
の
概
要

　
　
平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く

指
標
は
、
実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
と
も
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
実
質
赤
字
額
、

資
金
不
足
額
が
生
じ
て
い
な
い

た
め
該
当
は
な
い
。

　
　

実
質
公
債
費
比
率
で
は
、

「
14
・
５
％
」
と
昨
年
度
の

「
16
・
９
％
」
か
ら
２
・
４
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
た
。
こ
れ
は
、

繰
上
償
還
に
よ
る
元
利
償
還
金

及
び
準
元
利
償
還
金
の
減
少
の

影
響
が
大
き
い
こ
と
に
よ
る
も

の
。

　
　

将
来
負
担
比
率
は
、「
１
０

８
・
２
％
」
と
昨
年
度
の
「
１

４
１
・
９
％
」
か
ら
33
・
７
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
た
。

　
　
主
な
理
由
は
、
昨
年
度
は
大

型
の
建
設
事
業
が
な
く
、
一
般

会
計
の
地
方
債
発
行
額
を
抑
制

し
た
こ
と
や
繰
上
償
還
の
実
施

に
よ
り
地
方
債
現
在
残
高
が
減

　議会の概要（その２）
　議会には、議会の運営を円滑、効率的に行うため
に議会運営委員会を設置します。また、議案等の調
査、審査をより詳細に、かつ、専門的に行うために、
常任委員会を、さらに、特定の事件について調査審
査するため、特別委員会を設置しています。

　○本町議会の常任委員会
　　・総務産業建設常任委員会
　　・教育厚生常任委員会
　○本町議会の特別委員会
　　・病院運営特別委員会
　　・中学校建設特別委員会
　　・ふるさと人口対策特別委員会
　　・広報編集特別委員会
　　・議会改革特別委員会
　　・決算特別委員会

～議会一口メモ～
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少
し
た
こ
と
。
ま
た
、
充
当
可

能
基
金
で
は
、
前
年
度
決
算
剰

余
金
等
を
原
資
と
し
て
減
債
基

金
、
町
有
施
設
整
備
基
金
に
積

み
立
て
を
実
施
し
た
こ
と
が
大

き
く
改
善
に
影
響
し
て
い
る
。

　
　
公
営
企
業
に
お
け
る
資
金
不

足
比
率
は
、
資
金
不
足
が
生
じ

て
い
な
い
た
め
「
該
当
な
し
」

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
平
成
27
年
度
決
算
の
指
標
は
、

実
質
公
債
費
比
率
及
び
将
来
負

担
比
率
と
も
に
５
年
連
続
で
改

善
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然
と
し

て
県
内
他
市
町
よ
り
高
い
数
値

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
状

況
で
あ
る
。

○
平
成
27
年
度
宝
達
志
水
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

○
平
成
27
年
度
宝
達
志
水
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定

○
平
成
27
年
度
宝
達
志
水
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

○
平
成
27
年
度
宝
達
志
水
町
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

○
平
成
27
年
度
宝
達
志
水
町
国
民

◎
平
成
27
年
度
決
算
認
定
関
係

健
康
保
険
直
営
診
療
所
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

○
平
成
27
年
度
宝
達
志
水
町
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

○
平
成
27
年
度
宝
達
志
水
町
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定

○
平
成
27
年
度
宝
達
志
水
町
下
水

道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

○
平
成
27
年
度
宝
達
志
水
町
国
民

健
康
保
険
志
雄
病
院
事
業
会
計

決
算
の
認
定

�
〔
い
ず
れ
も
継
続
審
査
〕

　
　
委 

員 

長　
土
上　
　
猛

　
　
副
委
員
長　
金
田　
之
治

　
　
委　
　
員　
小
島　
昌
治

　
　
委　
　
員　
柴
田　
　
捷

　
　
委　
　
員　
久
保　
喜
六

　
　
委　
　
員　
寳
達　
典
久

◎
決
算
特
別
委
員
会

○
宝
達
志
水
町
役
場
庁
舎
電
気
設

備
等
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締

結
・
契
約
の
相
手

　
　
東
洋
電
建
株
式
会
社

・
契
約
金
額

　
　
４
，
９
５
７
万
２
千
円

〔
全
員
賛
成
〕

◎
契
約
関
係

○
国
の
教
育
予
算
を
拡
充
す
る
こ

と
に
つ
い
て

〔
採
択
〕

◎
請
願
関
係

◎
議
会
議
案
関
係

○
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

議
案
の
概
要

　
　
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

�

〔
採
択
〕

◎
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合

議
会
関
係

　
　
８
月
30
日
に
行
わ
れ
た
平
成

28
年
第
２
回
羽
咋
郡
市
広
域
圏

事
務
組
合
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
北
本
俊
一
議
員
が
議
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

羽咋郡市広域圏事務組合議会議長
北本俊一議員

財　
政　
状　
況　
　
　
　
悪　
い

起債許可団体　
　実質公債費比率が18を超えると該当
になり、起債に県の許可が必要となる。

早期健全化団体　
□実質赤字比率が11.25％～15％
□連結実質赤字比率が16.25％～20％
□実質公債費比率が25％
□将来負担費比率が350％
　上記４つの財政指標のうちいずれか１
つ以上が下記の基準に達している場合該
当となり、財政健全化計画を作成しなけ
ればならない。

財政再生団体　
□実質赤字比率が 20％
□連結実質赤字比率が 30％
□実質公債費比率が 35％
上記 3つの財政指標のうちいずれか 1
つ　以上が下記の基準に達している場合
該当となり、財政再生計画を作成しなけ
ればならない。
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寶達典久 議員

小学校・保育所統廃合方針について

町長
「望ましい教育、安心で安全な保育のため、
 必要である」

答 問
　
　

小
学
校
・
保
育
所
統
廃

合
方
針
に
つ
い
て

①
「
２
小
学
校
・
２
保
育
所
」

の
方
針
で
は
数
が
少
な
す

ぎ
る
。
廃
止
に
な
る
地
域

の
過
疎
化
に
拍
車
が
か
か

る
の
で
は
な
い
か

②
平
成
30
年
４
月
に
統
廃
合

す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
必

　

要
は
な
い
の
で
は
な
い
か

③
小
規
模
特
認
校
と
は
ど
の

よ
う
な
制
度
か

①
町
総
合
戦
略
に
お
い
て
定

住
促
進
や
子
育
て
支
援
な
ど

様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
効
果
が
少
し
ず
つ

出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
統
廃

合
に
よ
り
、
人
口
減
少
に
拍

車
が
掛
か
る
と
は
考
え
て
い

な
い
。

②
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
児

童
の
人
口
減
少
に
よ
る
教
育

的
課
題
を
少
し
で
も
早
く
解

消
す
る
こ
と
と
し
、
保
育
所

に
つ
い
て
は
、
認
定
こ
ど
も

園
に
移
行
し
、
保
育
の
充
実

に
も
努
め
た
い
こ
と
か
ら
、

平
成
30
年
４
月
を
目
標
に
進

め
て
行
き
た
い
。

町
長

小島昌治 議員

合併算定替の終了と交付税の
見直しによる補填について
町長
「行財政改革に不断に取り組み歳出削減に努め、
　持続可能な行財政運営に努めてまいりたい」

答
町
長

①
合
併
算
定
替
え
の
特
例
措

置
に
よ
る
財
政
支
援
は
承
知

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
般
財
源
の
確
保
が
厳
し
い

状
況
に
は
変
わ
り
な
い
。
今

後
、
確
実
に
増
嵩
が
見
込
ま

れ
る
社
会
保
障
関
係
経
費
、

施
設
の
老
朽
化
対
策
や
イ
ン

フ
ラ
の
更
新
の
ほ
か
、
公
債

費
の
負
担
に
も
対
応
し
つ
つ
、

総
合
戦
略
な
ど
人
口
減
少
対

策
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
財
政
の
健
全
化

は
も
と
よ
り
、
一
般
財
源
を

捻
出
し
な
が
ら
将
来
へ
の
備

え
に
も
万
全
を
期
し
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
も
機
動

的
に
対
応
で
き
る
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
に
努
め
た
い
。

②
こ
れ
ま
で
、
一
度
の
改
定

も
行
わ
ず
に
事
業
を
実
施
し

て
き
た
が
、
処
理
場
建
設
、

管
路
布
設
等
に
要
し
た
費
用

に
つ
い
て
の
企
業
債
償
還
金
、

支
払
利
息
、
維
持
管
理
費
等

が
嵩
み
、
こ
れ
に
加
え
、
人

口
減
少
に
よ
り
処
理
水
量
が

減
少
し
て
い
る
た
め
、
下
水

道
事
業
開
始
以
来
、
初
め
て
、

料
金
の
改
定
を
行
っ
た
。

③
防
災
講
座
な
ど
で
地
震
へ

の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
毎
年
７
月
に
実
施
し

て
い
る
、
地
震
発
生
時
に
取

る
べ
き
行
動
を
実
践
す
る

「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
い
し
か

わ
」
や
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
活
用

し
た
緊
急
地
震
速
報
訓
練
の

機
会
を
通
し
て
、
地
震
の
揺

れ
か
ら
自
分
の
身
の
安
全
を

守
る
と
い
う
こ
と
を
住
民
に

対
し
、
浸
透
さ
せ
て
行
き
た

い
。

④
町
の
財
政
状
況
や
今
後
の

維
持
管
理
の
経
費
を
考
慮
す

る
と
町
で
購
入
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

問①
合
併
算
定
替
の
終
了
と
交

付
税
の
見
直
し
に
よ
る
補

填
に
つ
い
て

②
下
水
道
利
用
料
金
の
５
割

を
超
え
る
引
き
上
げ
に
よ

る
町
民
の
影
響
に
つ
い
て

③
熊
本
地
震
の
教
訓
を
ど
う

い
か
す
か

④
雇
用
促
進
住
宅
に
つ
い
て

③
小
規
模
特
認
校
は
児
童
・

生
徒
数
が
著
し
く
減
少
す
る

小
中
学
校
に
お
い
て
、
歴
史

的
な
経
緯
、
学
校
の
特
色
等

に
よ
り
小
規
模
校
の
特
性
を

活
か
し
た
教
育
を
希
望
す
る

保
護
者
の
児
童
・
生
徒
に
、

学
校
選
択
の
機
会
を
提
供
す

る
と
い
う
も
の
。

質問
いっぱんいっぱん

答
危
機
管
理
室
長

③
随
時
、
消
防
団
の
役
員
会

を
開
催
し
、
協
議
を
し
て
い

る
。 答①

必
要
性
に
つ
い
て
は
、
消

防
団
の
効
率
的
な
運
営
と
団

員
数
を
確
保
す
る
た
め
、
消

防
団
の
再
編
を
進
め
て
行
き

た
い
。

②
再
編
計
画
に
お
い
て
は
、押

水
地
区
２
分
団
、志
雄
地
区
２

分
の
団
体
制
を
と
り
た
い
。

町
長

問
　
　

消
防
団
の
再
編
に
つ
い
て

①
現
状
と
再
編
の
必
要
性
は

②
再
編
計
画
は
、
消
防
団
が

地
域
防
災
の
要
と
し
て
活

動
可
能
な
内
容
か

③
計
画
の
進
行
状
況
は
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教育予算の拡充を求める意見書
 

議案提出者　寳達　典久　議員　

　日本は、OECD加盟諸国に比べて、１学級当たりの児童生徒数や教員１人当たりの児童生徒数が多
くなっています。
　また、障害者差別解消法の施行にともなう障がいのある子どもたちへの合理的配慮、外国につながる
子どもたちへの支援、いじめ・不登校などの課題など、学校をとりまく状況は複雑化、困難化しており、
学校に求められる役割は拡大しています。また、学習指導要領により、授業時数や指導内容が増加して
います。
　こうしたことの解決にむけて、少人数教育の推進を含む計画的な教職員定数改善が必要です。
　自治体が見通しを持って安定的に教職員を配置するためには、国段階での国庫負担に裏付けされた定
数改善計画の策定が必要です。一人ひとりの子どもたちへのきめ細かな対応や学びの質を高めるための
教育環境を実現するためには、教職員定数改善が不可欠です。
　義務教育費国庫負担制度については、国庫負担率が２分の１から3分の１に引き下げられた現在、い
くつかの自治体においては、厳しい財政状況の中、独自財源による定数措置が行われていると聞きます
が、やはり、国の施策として定数改善にむけた財源を保障し、子どもたちが全国どこに住んでいても、
一定水準の教育を受けられることが重要であると考えております。
　子どもの学ぶ意欲・主体的なとりくみを引き出す教育の役割は重要であり、そのための条件整備が不
可欠です。
　こうした観点から、2017年度政府予算編成において下記事項が実現されるよう、強く要望します。

記
１　子どもたちの教育環境改善のために、計画的な教職員定数改善を推進すること。
２　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の１に
復元すること。

 

委 

員 

会 

ノ 

ー 

ト

〜
第
３
回
定
例
会
会
期
中
の
審
査
内
容
〜

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
交
付
税
の
算
定
事
務
の
時

期
は
い
つ
ご
ろ
か
。

　
普
通
交
付
税
の
算
定
事
務

は
５
月
頃
か
ら
順
次
、
計

数
等
報
告
を
し
、
７
月
中

旬
に
は
交
付
額
が
確
定
す

る
。

　
合
併
算
定
替
え
の
算
定
方

法
見
直
し
の
影
響
額
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
算
定
に

考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
支
所
（
ア
ス
テ
ラ
ス
）
に

要
す
る
経
費
等
の
算
定
方

法
が
見
直
さ
れ
、
算
定
上

は
加
算
措
置
さ
れ
て
い
る
。

　
交
付
税
は
、
団
体
で
算
定

し
て
請
求
と
な
る
の
か
、

国
と
の
や
り
と
り
に
よ
る

も
の
な
の
か
。

　
普
通
交
付
税
は
算
定
項
目

が
決
ま
っ
て
お
り
、
積
み

上
げ
た
算
定
結
果
に
基
づ

き
交
付
総
額
が
決
定
さ
れ

交
付
さ
れ
る
。
町
の
特
殊

事
情
等
に
よ
る
も
の
は
、

特
殊
要
因
等
に
よ
り
特
別

交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ

る
。

　
除
雪
機
械
は
全
部
で
何
台

か
。

　
町
が
所
有
し
て
い
る
も
の

は
７
台
で
、
業
者
に
貸
出

し
て
い
る
。
町
が
リ
ー
ス

し
て
い
る
も
の
が
３
台
で
、

今
回
、
新
た
に
３
台
追
加

し
、
業
者
に
貸
し
出
す
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
国
債
の
売
却
益
は
、
満
期

に
よ
る
も
の
か
。

　

当
初
20
年
も
の
で
利
率

０・
４
％
の
国
債
を
購
入

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
ま

ま
保
有
し
て
い
る
よ
り
も
、

今
売
却
し
た
方
が
得
策
で

あ
る
と
證
券
会
社
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
あ
り
、
売
却
し

た
。
売
却
益
で
９
年
分
の

利
息
分
を
先
取
り
し
た
こ

と
に
な
る
。

　
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た

問答問答問答

問答問答問



修
繕
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
倉
庫
の
換
気
の
た
め
の
ガ

ラ
リ
扉
の
交
換
は
完
了
し
て

い
る
。
ま
た
、
教
室
等
の
吸

音
板
設
置
工
事
は
、
現
在
、

実
施
中
で
あ
る
。
そ
の
一
方

で
、
最
近
の
強
い
雨
風
で
体

育
館
に
雨
が
吹
き
込
み
、
２

っ
た
。
「
予
防
接
種
委
託
」

に
つ
い
て
は
、
数
年
前
に
他

の
予
防
接
種
シ
ス
テ
ム
改
修

を
し
た
と
き
と
同
額
で
あ

り
、
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

　
Ｂ
型
肝
炎
の
定
期
予
防
接

種
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
予

防
接
種
事
故
の
よ
う
な
こ
と

が
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
と
し
た
形
で
行
っ

て
ほ
し
い
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
事
故
を

受
け
て
予
防
接
種
健
康
被
害

調
査
委
員
会
を
開
催
し
、
今

後
の
対
応
策
に
つ
い
て
能
登

中
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

精
査
を
し
て
い
た
だ
き
、
Ｂ

Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
再
開
し
た
。

　
宝
達
中
学
校
の
修
繕
に
つ

い
て
、
現
在
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の

え
ら
れ
る
と
判
断
し

て
い
る
。
ま
た
、
事

業
費
は
一
般
財
源
で

あ
る
。

　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
は
、
改
修
工
事

が
完
了
す
れ
ば
、
す

ぐ
に
使
用
で
き
る
の

か
。

　
改
修
作
業
を
終
え

て
用
途
変
更
許
可
後

に
使
用
可
能
と
な
る
。

　
図
書
館
の
ま
ま
資

料
展
示
は
で
き
な
か

っ
た
の
か
。

　
閉
鎖
し
た
図
書
館
に
つ
い

て
は
、
同
じ
文
教
施
設
と
し

て
再
利
用
す
る
事
で
、
文
部

科
学
省
か
ら
許
可
を
得
、
合

わ
せ
て
補
助
金
の
返
還
も
不

要
と
し
て
進
め
て
き
た
。
文

化
庁
の
指
導
に
沿
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
変
更
の
た
め
の

法
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。

　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ

の
用
途
変
更
後
、
町
の
歴
史

資
料
も
置
く
の
か
。

　
施
設
内
の
展
示
は
文
化
庁

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
県
文
化
財

課
の
指
導
を
得
、
学
芸
員
に

よ
り
進
め
て
行
き
た
い
。

階
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

ロ
ー
ド
に
雨
漏
り

が
発
生
し
た
が
工

事
施
工
者
が
対
策

を
取
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
校
舎
周
り
の

砂
の
飛
散
に
つ
い

て
は
、
対
策
を
検

討
し
て
い
る
。
な

お
、
そ
の
他
の
内

部
の
細
か
い
箇
所

に
つ
い
て
は
、
完

了
し
て
い
る
。

　
小
学
校
の
爆
弾

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

給
付
シ
ス
テ
ム
と
予
防
接
種

委
託
導
入
業
務
委
託
料
は
随

意
契
約
か
。
ま
た
、
金
額
は

妥
当
な
の
か
。

　
い
ず
れ
も
随
意
契
約
を
行

う
予
定
で
あ
る
。
金
額
に
つ

い
て
は
、「
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
給
付
事
業
」
は
、

他
市
町
の
契
約
金
額
を
確
認

し
て
対
象
人
数
で
割
り
出
し

た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
妥
当
で
あ
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教
育
厚
生
常
任
委
員
会

病
院
運
営
特
別
委
員
会

　
新
病
院
開
設
後
の
押
水
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
対
応
は
ど
う

な
る
の
か
。

　
公
共
施
設
統
廃
合
検
討
委

員
会
を
再
開
し
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
協
議
検
討

し
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
新
病
院
開
設
ま
で
に
は
、

そ
の
方
向
性
を
決
め
た
い
。

　
（
な
お
、
委
員
会
で
は
、

会
議
終
了
後
、
新
病
院
の

建
設
工
事
現
場
を
視
察
し
、

工
事
の
進
捗
状
況
を
確
認

し
た
。）

志雄運動公園野球場の外野フェンス

答
避
難
誘
導
灯
の
設
置
台
数

は
。

　
91
基
を
設
置
す
る
予
定
で
、

避
難
施
設
に
向
か
う
た
め

の
幹
線
路
か
ら
50
ｍ
間
隔

に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

答

早
朝
、
見
回
り
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
爆
破
予
告
時
刻
に

子
ど
も
を
運
動
場
に
屋
外
退

避
さ
せ
た
。
安
全
を
確
認
し
、

校
舎
の
中
へ
入
れ
た
。
ま
た
、

犯
行
予
告
時
間
前
に
全
児
童

を
帰
宅
さ
せ
、
再
度
、
校
内

巡
回
確
認
し
た
。
今
後
、
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
志
雄
運
動
公
園
野
球
場
の

外
野
フ
ェ
ン
ス
の
修
繕
工
事

で
基
礎
部
分
は
行
わ
な
い
の

か
。
ま
た
、
修
繕
に
か
か
る

補
助
金
の
有
無
は
。

　
現
状
の
ま
ま
で
持
ち
こ
た

予
告
事
件
が
あ
っ
た
が
、
町

と
し
て
ど
う
対
処
し
た
の

か
。

　
他
市
町
の
教
育
委
員
会
と

情
報
共
有
し
な
が
ら
同
じ
対

応
を
取
っ
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
と
な
っ
た
。
学
校
で
は
、

問

問答

新病院の建設工事現場視察

LED避難誘導灯

答
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熱心に説明をする岩田東庄町長

病
院
運
営
特
別
委
員
会
視
察
報
告
書

 

８
月
３
日
～
４
日

千
葉
県
東と

う
の
し
ょ
う庄
町

　
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
東
庄
病
院

　
現
在
、
建
設
中
の
新
病
院

運
営
の
参
考
と
す
べ
く
、
本

町
と
同
程
度
の
人
口
規
模
で

あ
る
東
庄
町
国
民
健
康
保
険

東
庄
病
院
の
視
察
を
行
っ
た
。

　
本
町
か
ら
は
、
金
田
委
員

長
、
西
澤
病
院
長
を
は
じ
め

と
す
る
総
勢
10
名
が
、
ま
た
、

東
庄
町
か
ら
は
岩
田
町
長
、

土
屋
議
長
、
病
院
長
の
他
、

　

東
庄
病
院
は
、「
私
た
ち

は
、
保
健
・
福
祉
・
介
護
と

連
携
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
病
院
を

目
指
し
ま
す
。」
と
言
う
基

本
理
念
を
掲
げ
、﹃
東
庄
町

健
康
づ
く
り
の
里
構
想
﹄
に

基
づ
く
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
三
位
一
体
と
な
っ
た
中
核

施
設
で
あ
る
。

　
現
在
は
、
常
勤
医
師
４
名

に
よ
る
内
科
診
療
と
、
非
常

勤
医
師
に
よ
る
整
形
外
科
及

び
循
環
器
内
科
の
診
療
に
併

せ
、
救
急
告
示
病
院
と
し
て
、

24
時
間
体
制
で
の
救
急
患
者

の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、

地
域
に
密
着
し
た
病
院
と
し

て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
総
合
病
院
国
保
旭

中
央
病
院
と
緊
密
な
連
携
を

図
り
、
地
域
住
民
が
安
心
で

き
る
医
療
体
制
を
整
え
て
い

る
。

　
病
院
長
は
、
隣
接
す
る
東

庄
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
長
を
兼
任
し
て
お
り
、

セ
ン
タ
ー
内
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
・
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
・
保
健
セ
ン

タ
ー
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
も
と
れ
、
医

療
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
の

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
提
供
し
て

い
る
。

多
数
の
関
係
者
の
出

席
の
も
と
で
、
当
該

病
院
及
び
地
域
福
祉

の
拠
点
と
な
る
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

を
視
察
し
、
そ
の
後
、

東
庄
町
の
医
療
、
保

健
、
福
祉
の
連
携
及

び
取
り
組
み
や
往
診
、

訪
問
看
護
等
の
在
宅

医
療
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
研
修
及
び
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

東
庄
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
、
オ
ー
シ
ャ
ン
プ
ラ
ザ

保
健
福
祉
稔
合
セ
ン
タ
ー

　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
８
年
３
月
の
東
庄

病
院
新
築
を
機
に
、
平
成
10

年
３
月
﹃
東
庄
町
健
康
づ
く

り
の
里
構
想
﹄
を
策
定
し
、

保
健
・
医
療
・
福
祉

の
三
位
一
体
化
を
め

ざ
し
て
建
設
に
着

手
、
平
成
11
年
よ
り

業
務
を
開
始
し
た
。

　
当
該
セ
ン
タ
ー
の

機
能
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
当
初

は
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
）、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

平
成
15
年
４
月
か
ら
民
間
事

業
者
へ
業
務
委
託
し
て
お
り
、

平
成
21
年
度
に
は
プ
ー
ル
浴

槽
を
ヒ
バ
の
個
浴
槽
に
改
修

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
外
出
支
援
巡
回
バ

ス
「
お
で
か
け
号
」
を
平
成

14
年
４
月
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
２
台
で
東
庄
病
院
を
起
終

点
と
し
て
運
行
（
町
内
５

ル
ー
ト
）
し
て
お
り
、
平
成

15
年
５
月
に
旭
中
央
病
院

ル
ー
ト
を
新
設
、
平
成
25
年

10
月
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
１
台

を
加
え
、
旭
中
央
病
院
ル
ー

ト
を
増
便
し
た
。

　
利
用
料
金
は
無
料
で
、
公

益
社
団
法
人
千
葉
県
シ
ル

タ
ー
の
４
部
門
と
な
っ
て
い

る
。

　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

に
は
、
東
庄
町
健
康
福
祉
課

が
置
か
れ
て
い
る
。
福
祉

係
、
保
健
衛
生
係
（
保
健
セ

ン
タ
ー
）、
介
護
保
険
係
の

ほ
か
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
も
健
康
福
祉
課
の
所

管
と
な
っ
て
お
り
、
診
察
室

や
機
能
訓
練
室
、
調
理
実
習

室
な
ど
を
配
置
し
て
い
る
。

　
な
お
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
（
定
員
35
名
）
は
、

当
初
東
庄
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
運
営
委
託
し
て
い
た
が
、

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

を
通
じ
、
一
般
社
団
法
人
東

庄
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
よ
り
運
行
業
務
従
事
者

の
派
遣
を
受
け
運
営
し
て
い

る
。オ

ー
シ
ャ
ン
プ
ラ
ザ

　

オ
ー
シ
ャ
ン
プ
ラ
ザ
は
、

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の

竣
工
か
ら
１
年
半
後
の
平
成

12
年
９
月
に
竣
工
し
た
。

　
１
階
は
、
東
庄
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
）、
東
庄
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
室
、
東
庄

病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

２
階
は
、
東
庄
病
院
療
養
型

病
棟
（
48
床
）
に
な
っ
て
お

り
、
東
庄
病
院
と
連
絡
通
路

に
よ
り
結
ば
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
研
修
は
、
東
庄
病

院
長
が
、
偶
然
に
も
西
澤
病

院
長
の
先
輩
医
師
で
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
打
ち
解
け
た

雰
囲
気
の
中
、
忌
憚
の
な
い

意
見
等
が
多
数
出
さ
れ
、
予

定
時
間
を
超
過
し
て
終
了
し

た
。

東庄町の保健､福祉の要､保健福祉総合センター
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町

議

会

日

誌

7
月
～
9
月

【
7
月
】

１
日  

第
66
回
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
協

力
依
頼
の
大
臣
メ
ッ

セ
ー
ジ
伝
達

３
日　
道
路
愛
護
デ
ー
会
見

式

６
日　
主
要
地
方
道
押
水
福

岡
線
改
良
促
進
期
成

同
盟
会

12
日 

河
北
縦
断
道
路
完
成

に
伴
う
県
知
事
訪
問

13
日　
Ｒ
Ｄ
Ｆ
広
域
処
理
組

合
議
会
行
政
視
察

び
慰
霊
祭

３
日
～
４
日

　
　
　
病
院
運
営
特
別
委
員

会
視
察
（
千
葉
県
）

５
日　
ち
ど
り
園
夏
祭
り

６
日
～
７
日

　
　
　
県
民
体
育
大
会
応
援

９
日　
県
町
村
監
査
委
員
会

協
議
会
理
事
会
、
総

会

　
　
　
河
北
縦
断
道
路
建
設

促
進
同
盟
会
総
会

　
　
　
郡
市
広
域
圏
事
務
組

合
議
会
運
営
委
員
会

12
日　
町
青
少
年
国
際
交
流

推
進
事
業
結
団
・
出

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　
土
上　
　
猛

副
委
員
長　
柴
田　
　
捷

委　
　
員　
北　
　
信
幸

委　
　
員　
久
保　
喜
六

この広報は高精細340線で印刷したものです。

PIN No.P13-0179

道路愛護デー会見式

発
式

17
日　

議
員
、
監
査
委
員
、

職
員
研
修

18
日　
町
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会

19
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
県
民
体
育
大
会
報
告

会

22
日　
Ｒ
Ｄ
Ｆ
広
域
処
理
組

合
議
会
定
例
会

23
日　
民
生
委
員
推
薦
会

　
　
　
町
社
会
福
祉
大
会

25
日　
例
月
出
納
検
査

26
日　
町
議
会
全
員
協
議
会

30
日　
郡
市
広
域
圏
事
務
組

合
議
会
定
例
会

31
日　
ふ
る
さ
と
人
口
対
策

特
別
委
員
会

この印刷物は、E3PAのゴールドプラス基準に適合した
地球環境にやさしい印刷方法で作成されています
E3PA：環境保護印刷推進協議会

議会を傍聴しませんか
　町民の皆さんに議会活動の内容を知っていただくた
めに議会の傍聴におこしください。
� 問い合わせ　議会事務局　TEL 89-8310

【
8
月
】

１
日　
決
算
審
査
、
基
金
運

用
状
況
審
査

２
日　
町
戦
没
者
追
悼
式
及

【
9
月
】

　
　
　
町
顕
章
選
考
委
員
会

16
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
町
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
町
議
会
定
例
会
再
開

23
日　
町
商
工
会
・
町
長
を

囲
む
会

25
日　
敬
老
会（
志
雄
地
区
）

26
日　
県
町
村
議
会
議
長
会

協
議
会

28
日　
例
月
出
納
検
査

28
日
～
30
日

　
　
　
郡
町
議
会
議
長
会
行

政
視
察
（
北
海
道
）

15
日　
今
浜
海
水
浴
場
浜
開

き

18
日　
所
司
原
キ
ャ
ン
プ
場

開
村
式

19
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
広
報
編
集
特
別
委
員

会

　
　
　
能
登
総
合
開
発
促
進

協
議
会
理
事
会
・
総

会

21
日　
郡
町
議
会
議
長
会
議

員
研
修
会

22
日　
県
戦
没
者
慰
霊
式

23
日　
県
民
体
育
大
会
結
団

式

25
日　
例
月
出
納
検
査

26
日　
議
長
、
副
議
長
、
委

員
長
研
修

28
日　
決
算
審
査
、
基
金
運

用
状
況
審
査

29
日　
郡
市
広
域
圏
事
務
組

合
議
会
運
営
委
員
会

議員、監査委員、職員研修

８
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
町
議
会
定
例
会
開
会

９
日　
病
院
運
営
特
別
委
員

会

11
日　
の
と
里
山
空
港
２
０

０
万
人
利
用
記
念
式

典

12
日　
教
育
厚
生
常
任
委
員

会

14
日　
総
務
産
業
建
設
常
任

委
員
会

郡町議会議長会行政視察（足寄町議会）


